公益財団法人畜産近代化リース協会

貸付事業指導等事業委託要綱
制　　定：昭和57年12月 1日
最終改正：平成25年 4月 1日

第１　趣　旨
　　公益財団法人畜産近代化リース協会（以下「協会」という。）は、貸付機械施設の適正な導入と効率的な活用を図るために、第２に掲げる事業を都道府県畜産協会又は合併等により都道府県畜産協会の事業を承継する団体（以下「都道府県畜産協会等」という。）に委託する場合には、この要綱の定めるところによるものとする。
第２　委託事業の範囲

　　協会が、都道府県畜産協会等の代表者（以下「都道府県畜産協会会長等」という。)の承諾を得て委託する事業は、次のとおりとする。
（1）　貸付機械施設の確認及び管理状況についての調査

（2）　貸付機械施設の適正な利用についての技術指導

（3）　その他協会が協議の上必要と認めた事項

第３　委託業務の承諾

　　都道府県畜産協会会長等は、第２に掲げる委託事業を受託するときは、別記様式第１号による承諾書及び別記様式第２号による委託事業実施計画書を協会に提出するものとする。
第４　委託費の支払及び請求

（1） 協会は、都道府県畜産協会会長等が第２に掲げる事業を実施するために必要な経費として、予算の範囲内において委託費を支払うものとする。
（2） 委託費の支払は、精算払の方法によるものとする。ただし、理事長が必要と認めたときは、概算払をすることがある。
（3） 都道府県畜産協会会長等は委託費の支払を請求する場合には、翌年の4月20日までに、別記様式第３号による事業委託費請求書に別記様式第６号による委託事業実施報告書を添えて協会に提出するものとする。
（4） 都道府県畜産協会会長等は、概算払の方法により委託費の支払を受けようとするときは、別記様式第４号による概算払請求書を協会に提出するものとする。
（5） 都道府県畜産協会会長等は、概算払により委託費の交付を受けた場合には、翌年の4月20日までに、別記様式第５号による精算報告書に別記様式第６号による委託事業実施報告書を添えて、協会に提出するものとする。
第５　委託費の返還等

　　協会は、都道府県畜産協会会長等が次の各号のいずれかに該当すると認めたときには、委託費の全部若しくは一部を交付せず、又はすでに交付した委託費の全部若しくは一部の返還を求めることがある。
（1） 第２に掲げる事業を行わなかったとき

（2） 委託費の支出が適当でないと認めたとき

（3） 概算払によって交付を受けた委託費に精算の結果残額を生じたとき

第６　書類の提出部数

　　第３又は第４の規定により都道府県畜産協会会長等が協会に提出する書類の部数は、１部とする。
第７　帳簿等の整備保管

　　都道府県畜産協会等は、委託事業に係る書類並びに収入支出を明らかにした帳簿及び証拠書類を、確定通知を受理した日の属する年度の次年度より起算して、２か年間整備保管しなければならない。
附　則

この要綱は、昭和５７年１２月１日から適用する。

　　　附　則

　この要綱の変更は、畜産局長に届け出た日(平成９年７月１６日)から施行し、変更後の規定は平成９年８月１日から適用する。

　　　附　則

　この要綱の変更は、平成１０年４月１日から適用する。

　　　附　則

　この要綱の変更は、平成１２年４月１日から適用する。
　　　附　則

　この要綱の変更は、平成２１年４月１日から実施する。
　　　附　則

１　この要綱の一部改正は、平成２５年４月１日から実施する。

２　この要綱の一部改正の実施の日前に受託された委託事業については、なお従前の例による。
（別記様式第１号）

承　　諾　　書

平成　　年　　月　　日
公益財団法人畜産近代化リース協会

　　理事長　　　　　　　　　　　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　○○社団法人　○○○○畜産協会等

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者名　　　　　　　　　 eq \o\ac(○,印)
　平成　　年　　月　　日付け　　　第　　　　　号をもって依頼がありました貸付事業指導等事業の委託については、貸付事業指導等事業委託要綱第３の規定により受託します。
（別記様式第２号）

平成　　年度　貸付事業指導等委託事業実施計画書

　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　　年　　月　　日

公益財団法人畜産近代化リース協会

　　理事長　　　　　　　　　　　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　○○社団法人　○○○○畜産協会等

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者名　　　　　　　　　　 eq \o\ac(○,印)
　貸付事業指導等事業委託要綱第３の規定により、下記のとおり提出します。

記

１　貸付機械施設の確認等に係る調査・技術指導事業

（委託要綱第２の（１）及び（２）関係）
	調査場所
	調査日数
	調査者氏名
	備　　　考

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	計
	調査日数　　　日
	
	


２　新規開拓に係る調査事業（委託要綱第２の（３）関係）
	調査場所
	調査日数
	調査者氏名
	備　　　考

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	計
	調査日数　　　日
	
	


（別記様式第３号）

平成　　年度　貸付事業指導等事業委託費請求書

　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　　年　　月　　日
公益財団法人畜産近代化リース協会

　　理事長　　　　　　　　　　　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　○○社団法人　○○○○畜産協会等

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者名　　　　　　　　　　 eq \o\ac(○,印)
　　貸付事業指導等事業委託要綱第４の（３）の規定に基づき、下記のとおり委託費　金　　　　　円を請求します。
記

１　収　入　の　部

	区　　　　分
	金　　　額
	備　　考

	貸付事業に係る指導等事業委託費
	円
	

	内訳
	（１）貸付機械施設の確認等に係る調査・技術指導事業委託費
	　　　　　　　　円
	

	
	（２）新規開拓に係る調査事業委託費
	円
	


２　支　出　の　部

	区　　　　　分
	金　　　　額
	備　　　考

	（１）貸付機械施設の確認等に係る調査・技術指導事業委託費
	　　　　　　　　　　円
	

	①　指導技術料
	
	

	②　賃　　　金
	
	

	③　旅　　　費
	
	

	④　需　用　費
	
	

	　　　　消耗品費
	
	

	　　　　会議費
	
	

	　　　　印刷製本費
	
	

	⑤　役　務　費
	
	

	　　　通信運搬費
	
	

	⑥　賃　借　料
	
	

	⑦　消費税相当額
	
	

	計
	
	

	（２）新規開拓に係る調査事業委託費
	
	

	　　（１）の①～⑦と同じ
	
	

	計
	
	

	合　計
	
	


３　委託費振込先

　　銀行名、預金種別、口座名（ふりがな）、口座番号

（別記様式第４号）

平成　　年度　貸付事業指導等事業委託費概算払請求書

　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　　年　　月　　日

公益財団法人畜産近代化リース協会

　　理事長　　　　　　　　　　　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　○○社団法人　○○○○畜産協会等

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者名　　　　　　　　　　 eq \o\ac(○,印)
貸付事業指導等事業委託要綱第４の（４）の規定により、下記のとおり実施することとし、概算払として金　　　　　円を請求します。
記

	区　　　　　分
	金　額
	備　　　考

	（１）貸付機械施設の確認等に係る調査・技術指導事業委託費
	　　　　　　　　　　円
	

	①　指導技術料
	
	

	②　賃　　　金
	
	

	③　旅　　　費
	
	

	④　需　用　費
	
	

	　　　　消耗品費
	
	

	　　　　会議費
	
	

	　　　　印刷製本費
	
	

	⑤　役　務　費
	
	

	　　　通信運搬費
	
	

	⑥　賃　借　料
	
	

	⑦　消費税相当額
	
	

	計
	
	

	（２）新規開拓に係る調査事業委託費
	
	

	　　（１）の①～⑦と同じ
	
	

	計
	
	

	合　計
	
	


３　委託費振込先（精算払請求の場合）

　　銀行名、預金種別、口座名（ふりがな）、口座番号

（別記様式第５号）

平成　　年度　貸付事業指導等事業委託費精算報告書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　　年　　月　　日
公益財団法人畜産近代化リース協会

　　理事長　　　　　　　　　　　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　○○社団法人　○○○○畜産協会等

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者名　　　　　　　　　　 eq \o\ac(○,印)
　貸付事業指導等事業委託要綱第４の（５）の規定により、下記のとおり報告します。

　なお、概算払の額に、金　　　　　円の余剰を生じたので返還いたします。

　なお、精算金として、金　　　　　円を請求します。
記
１　収　入　の　部

	区　　　　分
	金　　　額
	備　　考

	貸付事業に係る指導等事業委託費
	円
	

	内訳
	（１）貸付機械施設の確認等に係る調査・技術指導事業委託費
	　　　　　　　　円
	

	
	（２）新規開拓に係る調査事業委託費
	円
	


２　支　出　の　部

	区　　　　　分
	金　　　　額
	備　　　考

	（１）貸付機械施設の確認等に係る調査・技術指導事業委託費
	　　　　　　　　　　円
	

	①　指導技術料
	
	

	②　賃　　　金
	
	

	③　旅　　　費
	
	

	④　需　用　費
	
	

	　　　　消耗品費
	
	

	　　　　会議費
	
	

	　　　　印刷製本費
	
	

	⑤　役　務　費
	
	

	　　　通信運搬費
	
	

	⑥　賃　借　料
	
	

	⑦　消費税相当額
	
	

	計
	
	

	（２）新規開拓に係る調査事業委託費
	
	

	　　（１）の①～⑦と同じ
	
	

	計
	
	

	合　計
	
	


３　委託費振込先（精算払請求の場合）
　　銀行名、預金種別、口座名（ふりがな）、口座番号

（別記様式第６号）

平成　　年度　貸付事業指導等事業実施報告書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　　年　　月　　日

公益財団法人畜産近代化リース協会

　　理事長　　　　　　　　　　　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○○社団法人　○○○○畜産協会等

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者名　　　　　　　　　　　 eq \o\ac(○,印)
　貸付事業指導等事業委託要綱第４の（５）の規定により、下記のとおり報告します。

記

１　貸付機械施設の確認等に係る調査・技術指導事業（委託要綱第２の（１）及び（２）関係）
	委託事業の内容
	調査日数
	調査場所
	調査者氏名
	貸付施設の種類
	調査基数
	調査結果及び指導事項

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	


２　新規開拓に係る調査事業（委託要綱第２の（３）関係）
	委託事業の内容
	調査日数
	調査場所
	調査者氏名
	調査戸数
	農家等の反応

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	



